
玉
置
神
社
（
十
津
川
村
）

莢莢

莢莢

玉
置
神
社
本
殿
‖
十
津
川
村
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
十
津
川
村
玉
置
川
１

（
祭
神
）
国
常
立
尊
、
伊
弉
諾
尊
、

伊
弉
冊
尊
、
天
照
大
神
、

神
日
本
磐
余
彦
尊

（
交
通
）近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
バ
ス
｢
十

津
川
温
泉
」
下
車
後
、
世
界
遺
産

予
約
バ
ス
で
約

分
（
土
日
祝
の

み
)
平
日
は
タ
ク
シ
ー
で
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由
（
駐
車
場
）
無
料

（
電
話
）
０
７
４
６
・

・
０
５
０
０

早
玉
神
を
ま
つ
っ
た
聖
域

「
神
様
に
呼
ば
れ
な
い
と

た
ど
り
着
け
な
い
」
と
い
わ

れ
る
玉
置
神
社
は
、
大
峰
山

脈
の
南
端
に
位
置
す
る
標
高

１
０
７
６
㍍
の
玉
置
山
の
９

合
目
に
鎮
座
し
ま
す
。

車
の
す
れ
違
い
も
困
難
な

曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い
山
道

を
進
む
と
、
野
生
の
シ
カ
や

サ
ル
に
出
会
う
こ
と
も
。

境
内
に
は
、
樹
齢
３
０
０
０

年
と
い
わ
れ
る
神
代
杉
な

ど
、
大
杉
が
群
生
し
て
い
ま

す
。創

建
は
、
第

代
崇
神
天

皇
の
時
代
、
王
城
火
防
鎮
護

と
悪
魔
退
散
の
た
め
、
早

玉
神
を
ま
つ
っ
た
こ
と
に

始
ま
る
と
伝
わ
り
ま
す
。

「
熊
野
な
る
玉
置
の
宮
の

弓
神
楽

弦
音
す
れ
ば
悪
魔

退
く
」
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。

吉
野
か
ら
熊
野
を
結
ぶ
大

峯
奥
駈
道
は
、
役
行
者
が
８

世
紀
初
め
に
開
い
た
と
さ
れ

る
修
験
道
の
修
行
の
道
で

す
。
玉
置
山
は

番
目
の
行

場
で
、
世
界
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
構

成
資
産
の
一
つ
で
す
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
「
玉
石
社
」
は
、

鳥
居
が
点
在
す
る
大
峯
奥
駈

道
を
約

分
登
り
ま
す
。

霧
に
包
ま
れ
る
こ
と
も
多

く
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
漂

い
ま
す
。

神
武
天
皇
が
東
征
の
際
、

こ
の
地
に
十

種

神

宝

の

「
玉
」
を
鎮
め
て
武
運
を
祈

願
し
た
と
か
、
役
行
者
や
空

海
が
如
意
宝
珠
を
埋
め
た
な

ど
の
伝
承
が
残
り
、
玉
置
の

名
前
の
由
来
と
も
言
わ
れ
ま

す
。木

の
根
元
は
滑
り
や
す
い

の
で
、
気
を
つ
け
て
お
参
り

下
さ
い
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

山
﨑
愛
子
）
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